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研究要旨 
 HIV感染症は早期発見・治療により感染拡大と発症を防止することが必要である
が、我が国では症状が出て初めて感染が判明するHIV症例は総報告数の約 30％を
占める。そのうち就労世代は約 76％を占め、保健所等無料匿名検査を利用しにく
い就労世代において発症する前に HIV 感染を検知する機会が失われている恐れが
ある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基づき事業者が労働者に対して実施する
定期健康診断（規則第 44 条）において事業者に結果を知られること無く受けられ
る HIV検査環境を健診施設に整備する方法の検討、健診受診者に最新のHIV治療
の情報や支援制度・支援組織を紹介することによる HIV/エイズの啓発、定期健康
診断の機会に実施する HIV 検査を通じて潜在的な感染者を発見するための費用対
効果の評価を行う。 
今年度は、健診機会を利用した HIV知識習得の有効性の推定、健診センター･人
間ドック施設における HIV･梅毒検査の試行、梅毒検査を検診機会に提供する根拠
を得るために実施した国内で流行する梅毒の遺伝子タイピングの際に新たに発見
したトレポネーマの亜種 Treponema pallidum subsp. endemicum（TEN）の探索
を実施した。 
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Ａ.研究目的 
 HIV感染症は早期発見・治療により感染の
拡大と発症を防止することが必要であるが、
我が国では症状が出て初めて感染が判明す
る HIV 症例が 2016 年の総報告数の約 30％
（1448 例中 437 例）を占め、そのうち就労
世代の 30〜59歳は約 76％を占める。大阪府
内における我々の調査でも同様の結果が得
られている（川畑、南界堂通信 2013年春号、
MASH大阪編）。HIV検査は保健所での無料

匿名検査を軸とするが、時間・空間的制約か
ら、就労世代にとっては利用しにくい。その
結果、発症する前に HIV 感染を検知する機
会が失われている恐れがある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基
づき事業者が労働者に対して実施する定期
健康診断（規則第 44 条）において匿名 HIV
検査を事業者に結果を知られること無く受
けられる環境を健診センターあるいは人間
ドック施設（以下、健診施設）に整備する方
法の確立、健診受診者に最新の HIV 治療の
情報や陽性者向け支援制度・支援組織を紹介
することによる HIV/エイズの最新知識の普
及･啓発、定期健康診断の機会に実施する
HIV 検査を通じて潜在的な感染者を発見す
るための費用対効果の評価を行う。 
 今年度は以下の研究を行った。 
(1) 健診機会を利用したHIV知識習得の有効
性の推定 

(2) 健診施設における HIV･梅毒検査の試行 
(3) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
 
Ｂ.研究方法 
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(1) 健診機会を利用したHIV知識習得の有効
性の推定 
本研究では、健診施設において HIV･
梅毒検査を提供する事により、健診施設
を受診する全ての受診者に HIV･梅毒検
査案内パンフレットを配布し周知する
が、このパンフレットに HIV 感染症・
エイズの最新情報を掲載することで、受
診者全員への HIV･エイズの知識の普
及･啓発も目的としている。検査案内パ
ンフレットによる HIV に関する知識習
得の効果を評価するには、知識提供の前
後、すなわち検査案内の配布前と配布後
で、パンフレットで提供した HIV 感染
症に関する知識の理解度を比較する必
要がある。 
そこで、昨年度、健診施設の受診者を
対象とした知識提供前、すなわち HIV
検査案内配布前の HIV 感染症に対する
理解度を測るアンケート調査を実施し
たが、回収できた回答済みアンケートの
数が十分な解析を行うには少なかった
ため、本年度も引き続きアンケート調査
を行い、啓発（知識習得）前の事前評価
を行うためのアンケート回答の収集を
行った。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
健診機会にHIV検査･梅毒検査を提供
するため、昨年度より協議を重ねてきた
那覇市医師会生活習慣病検診センター
（以下那覇市医師会検診センター）にお
いて、前述のアンケート調査の終了後の
8 月より健診受診者に発送される問診票
の郵便物に HIV･梅毒検査のパンフレッ
トの同封を開始した。パンフレットには、
HIV･梅毒検査の説明や申込み方法のほ
かに、「HIV感染症･エイズはもはや『死
に至る病』では無い」「一日一回一錠の
服薬で治療可能」「検出限界以下ならパ
ートナーに HIV が感染しない」といっ
たHIV感染症･エイズの印象を改善する
HIV 治療の最新情報と、「検査結果はあ
なただけにお伝えします」「健康診断の
依頼元であるあなたの会社の人などに
は、検査結果も、検査を受けたことも決
して伝えません」といった、受検したこ
とや結果が秘匿される内容を明記した。 
提供する HIV 検査は第４世代の抗原
抗体スクリーニング検査、梅毒検査は
TP 抗体検査とし、検査は民間検査会社

に外部委託した。 
検査結果の返却は、2 つの検査が両方
陰性の場合は、圧着ハガキ（一度めくる
と元に戻せない、貼り合わされた用紙で
できており、同居者ののぞき見に対して
抑止効果があると考えられる）によって
受検者本人宛に、親展で郵送し、プライ
バシーに配慮した。どちらかの検査結果
が陽性の場合は、本人に電話等で連絡を
とり、理由を告げずに健診施設を訪れる
よう促し、来所後は、医師による結果通
知、告知を行った。HIVスクリーニング
検査が陽性の場合は、研究協力が得られ
た那覇市保健所を紹介し、HIV確認検査
を受けるように勧めた。梅毒 TP抗体が
陽性の場合は、梅毒の治療を行っている、
地域の診療所を紹介し、受診を勧めた。 
さらに、HIV･梅毒検査受検者に対し、
受検理由等を問うアンケート調査を実
施した。アンケートは匿名・自記式で、
健診当日に協力を依頼し、同意が得られ
た人より回答を回収した。 

(3) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
   我々は昨年度、検診機会に梅毒検査を
実施する根拠として、国内で流行する梅
毒が一部の性的リスクを抱える集団だ
けで無く広く一般住民に流行している
ことを証明するため、梅毒疑い患者から
採取した検体から梅毒トレポネーマを
検出し、梅毒トレポネーマの遺伝子型別
を実施した。その結果、異性愛者の男女
で流行する梅毒トレポネーマの型と同
性愛男性の間で流行する型が異なるこ
とを日本で初めて報告し（ J Clin 
Microbiol.2019 
Vol.57(1),doi:10.1128/JCM.01148-18.）、
一般住民に対する梅毒検査勧奨の必要
性を明らかにした。その際、梅毒トレポ
ネーマに紛れて、風土病梅毒（ベジェル）
の病原体である Treponema pallidum 
subsp. endemicum（TEN）を 2検体、
遺伝子型別により同定した。 
そこで、今年度は梅毒疑い患者から同
意を得て採取した梅毒疑い患者から同
意を得て採取した皮膚潰瘍病変滲出液
のスワブ検体あるいは尿検体の例数を
増やし、TEN の探索を行った。方法と
しては、昨年同様検体より DNAを抽出
し、Treponema pallidumで共通な遺伝
子（TpN47, polA）を増幅し、増幅のみ
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られた検体 DNAより、tp0548遺伝子と
tp0856 遺伝子を増幅し塩基配列を解読
し、この 2つの遺伝子を繋いだ遺伝子系
統樹解析を行い TENの同定を行った。 

 
Ｃ.研究結果 
(1) 健診機会を利用したHIV知識習得の有効
性の推定 
健診施設の受診者を対象とした知識
提供前の HIV 感染症に対する理解度を
測るアンケート調査を、十分なデータを
得るため本年度も継続して実施した。 
昨年度行なったアンケート調査には
性別不明の１名を除いた計 102 名が参
加し、年齢階層別の参加数は 18〜29
歳・19 名、30〜39 歳・28 名、40〜49
歳・25名、50〜59歳・21名、60 〜69
歳・6名、70歳以上 3名であったが、今
年度さらに計 329 名がアンケート調査
に参加し、年齢階層別の参加数は 18〜
29 歳・123 名、30〜39 歳・70 名、40
〜49歳・67名、50〜59歳・47名、60
〜69歳・17名、70歳以上 5名であった。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 那覇市医師会検診センターにおいて、
健診受診予定者へ事前に発送する問診
票の封筒に、HIV治療の最新情報と検査
を受けたことや結果が秘匿される内容
を明記した HIV･梅毒検査案内パンフレ
ットを同封し、令和元年 8 月 1日より発
送を開始した。案内は毎月 1500〜2000
部発送し、11月の末まで合計 7036部を
発送した。各月の受検者数は、8月が 77
名、９月は 205名、10月は 285名、11
月は 283名、12月は 253名であり、12
月末までで合計 1103名が受検した。 
健診受診者数に対する HIV 検査受検
者の割合は、検査提供開始当初の 8月は
平均 4.97%であり、一昨年度に当研究班
で実施した全国の健診施設向けアンケ
ート調査で判明した、健診施設で実施さ
れているオプション検査における HIV
検査の利用率 0.16%と比較して、十分に
高い割合であった。その後、９月は
10.01%、10月は12.49%、11月は 12.13%、
12月は11.67%と平均12.10%(10〜12月
まで 3 ヶ月間の平均)まで上昇し、検査
提供開始当初と比較して 2.43 倍に、全
国の健診施設のオプション HIV 検査の
利用率と比較して 75.6倍になった。 

12 月末までに受検した 1103 名中、
HIV スクリーニング検査陽性者数は 1
名、梅毒抗体陽性者数は7名であった（重
複無し）。このうち、HIV スクリーニン
グ検査で陽性であった１名に関しては、
事前の計画通り那覇市医師会検診セン
ターにおいて医師が告知を行い、確認検
査を受けるよう那覇市保健所を紹介し
た。この受検者は那覇市保健所を訪れ、
確認検査を受検した。その確認検査の結
果、当該受検者が真の HIV 陽性者であ
ることが確認され、那覇市保健所におい
て HIV 感染の告知を受けた後、地域の
エイズ診療拠点病院を紹介された。後に
同拠点病院からの受診確認の知らせに
より、無事この拠点病院を受診し、治療
に繋がったことを確認した。 
梅毒検査で陽性となった 7名は、那覇
市医師会検診センターにおいて地域の
診療所を紹介され、診断･治療のために
診療所を受診した。 
さらに、HIV・梅毒検査受検者に対し、
受検理由等を問うアンケート調査を実
施した。調査では、「年齢」「性別」「性
行為の相手の性別」「心配な感染症」
「検査を受けようと思った理由」「HIV
検査の経験」「過去にHIV検査を受けた
場所」「検診時の HIV 検査を受けた理
由」「有料でも利用するか」「利用者の
増加に繋がる施策」について尋ねた。ア
ンケート調査は HIV･梅毒検査の提供が
軌道に乗った 12月 1日から開始し、12
月末までの約１ヶ月間実施した。この間
に HIV･梅毒検査受検者 241名に協力を
依頼し、190名の同意を得て回答を回収
した。 
調査の結果、男性の 77%、女性の 75%
が HIV 検査初受検者であった。また、
男性受検者に占める MSM の割合は
7.8%で、MSMのうち 43%が HIV 検査
初受検者であった。検査を受けた理由は、
男女とも「検診のついでなので、検査が
受けやすかったから。」と回答した割合
が最も高く（男性 73%、女性 89%）、次
点が男女とも「無料だから。」であった
（男性 54%、女性 44%）。受検した理由
で３番目に多かったのは、「今まで検査
を受ける機会がなかったから。」（男性
23%、女性 38%）であった。また、有料
でも利用しようと思うか尋ねたところ、
「有料であれば利用しない。」と回答し
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た人の割合が最も高かった（男性 59%、
女性 45%）。 
那覇市医師会検診センターにおいて
健診受診者に提供していた無料 HIV･梅
毒検査は、残念ながら研究予算の都合上
12月末で打ち切らざるを得なかった。 

(3) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
 梅毒疑い患者の病変部から本人から
同意を得て採取した病変部（潰瘍）の滲
出液のスワブ検体あるいは尿検体から
DNA を 抽 出 し た 。 こ の 検 体 の
Treponema pallidum 遺伝子の TpN47
領域と polA 領域の核酸増幅検査を実施
し、陽性となった 34例について tp0548
遺伝子と tp0856 遺伝子の塩基配列を解
読し、遺伝子系統樹解析により 5例を新
たに TEN と同定した。昨年度、国内で
流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タ
イピング研究を実施した際には、TpN47
領域と polA 領域の核酸増幅検査が陽性
となった36例中 2例がTENであったた
め、これまで解析した梅毒症例から得た
検体合計 70 例中 7 例（10.0%）が梅毒
トレポネーマ Treponema pallidum 
subsp. pallidum (TPA)ではなくTENで
あることが明らかとなった。 

TEN 感染患者はいずれも MSM であ
り、海外渡航歴のない者も含まれており、
また海外渡航歴がある患者も渡航時期
と病期が一致しないため、国内感染が強
く示唆された。これらの TEN 感染患者
（ベジェル患者）を日本国内における
TEN 感染初事例として海外の専門誌に
報 告 し た （ Emerg Infect Dis. 
2019;25(8):1581-1583. 
https://dx.doi.org/10.3201/eid2508.181
690）。 

 
Ｄ.考察 
(1) 健診機会を利用したHIV知識習得の有効
性の推定 
職域健診等、健診施設において実施さ
れる健診事業において、健診受診者に
HIV検査を提供することは、新たなHIV
検査の提供機会として非常に重要であ
ると共に、その際に配布する HIV 検査
案内（健診 HIV検査パンフレット）に、
最新のHIV感染症･エイズ治療の情報を
記載することで、健診受診者に対して啓
発効果が生じると考えられ、そのことが

非常に重要だと我々は考えている。 
その啓発効果に関して検証を行うた
めには、検査案内の配布前と後とで、
HIV 感染症･エイズの知識に関する理解
度を測ることが重要である。 
昨年度と今年度のアンケート調査に
おいて、60歳以上の回答数は十分な回答
数を得られなかったが、その他の年齢階
級においては、十分な数の資料が得られ
たと考えられ、次年度実施する、健診
HIV 検査パンフレットを読んだであろ
うと思われる健診受診者にアンケート
調査を行うことで、啓発効果の検証が可
能になると考えられる。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
８月より那覇市医師会生活習慣病検
診センターの協力のもと、健診受診者に
対し無料 HIV･梅毒検査の提供を開始し
たところ、予想に反して高い割合(約
12%）の受診者が利用した。このため、
一年を通じて検査を提供するには、研究
費だけでは難しく、国のモデル事業への
自治体の参画が必要である事が明らか
となった。また、今年度の受検者 1103
名中に 1 名の HIV 陽性者が新たに診断
された。健診施設であっても、長期間、
HIV検査を提供し続ければ、いずれは陽
性者が診断され、費用対効果の推計が可
能と考えていたが、こんなに早く診断さ
れたのは、予想外の出来事であった。 
事前の十分な準備のおかげで、混乱す
ること無く本人に告知し、確認検査とそ
の後の治療に繋げることができ、また、
治療に繋がったことを確認することが
出来たことは、非常に価値があると思わ
れる。医療機関である健診施設において
HIV検査を提供することの意義は、上記
のように HIV 陽性者を確実に治療へ繋
げることが可能な点であると我々は考
える。 
受検者アンケートの結果、検査を有料
で提供した場合、利用者が半数程度に減
少することが示唆された。しかしながら、
一方では、生涯初受検の割合が男女とも
75%以上であったり、男性受検者のうち
7.8%が MSM であり、そのうち 43%が
HIV検査生涯初受検であるなど、これま
で検査を受けてこなかった層に HIV 検
査を提供できる可能性が示唆された。今
後は、より多数の受診者が利用可能な検
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査提供方法を検討していく必要がある
と思われる。 

(3) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
国内で流行する梅毒トレポネーマの
遺伝子タイピングを行う過程で風土病
性トレポネーマ症であるベジェルの病
原 体 Treponema pallidum subsp. 
endemicum (TEN)を国内で初めて発見
した。TEN は、形態学的・血清学的に
TPA、TPE、T. carateumと区別できず、
また感染初期の臨床症状が似ていると
報告されている。つまり、通常の抗体検
査では梅毒とベジェルの鑑別は出来な
いため、国内で流行している梅毒感染に
紛れて、TEN が感染拡大している可能
性がある。 
さらに、これらの病原体は少なくとも

99%のゲノム DNA 配列の相同性を有し
ていると報告されており、TpN47領域、
polA 領域は、TPA と他の風土病性トレ
ポネーマ症の病原体の遺伝子と遺伝学
的に差が小さく、風土病性トレポネーマ
症を鑑別するには、TPAの遺伝子と相同
性の低い領域を標的とした核酸検査が
必要である。 

 
Ｅ.結論 
(1) 健診機会を利用したHIV知識習得の有効
性の推定 
今年度実施したアンケート調査により、

HIV検査案内（健診 HIV検査パンフレッ
ト）によって HIVに関する知識を提供す
る前の HIV感染症に関する理解度を十分
測定することができ、来年度、健診受診者
の HIVに関する知識提供後の理解度を測
定することで、知識習得の効果を評価する
ことが可能になると考えられる。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
協力健診施設において、無料 HIV･梅
毒検査の提供を開始したところ、予想に反
して多くの健診受診者の利用があった。検
査の提供がわずかな期間であったにも関
わらず、その間に新規 HIV陽性者を診断
し、確実に治療に繋げることが出来たこと
は意義が大きい。 

(3) Treponema pallidum subsp. endemicum
（TEN）の探索 
日本国内で初めてベジェルの病原体

TEN の感染事例を発見し報告したことは、

学術的･国際的にも大きな成果といえる。 
 
Ｆ.健康危険情報 
特になし。 
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